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２０２１年１２月１３日 

各 位 

 

当社初となるベトナム太陽光発電事業への参画について 

 

当社（社長：大田 勝幸）は、このたび、ベトナムにおいては初となる大規模太陽光発電事業（以

下「本事業」）に参画しましたので、お知らせいたします。 

 

本事業の参画にあたり、本日、当社のベトナム現地法人である ENEOS Vietnam Company Limited

が、電源開発・運営事業者である自然電力株式会社（代表取締役：磯野 謙、川戸健司、長谷川雅

也）の子会社である Shizen Malaysia Sdn. Bhd.から本事業の事業会社である VKT-Hoa An Joint 

Stock Companyの１９％の株式を取得いたしました。 

 

本事業が運営する発電所は、２０２０年１２月に商業運転を開始し、３５ＭＷの発電容量を有し

ています。そのうち、出資見合い１９％にあたる６．６５ＭＷが当社の持ち分容量となります。 

 

ベトナムは、経済発展に伴い国内の電力需要が年率１０％程度で増加する一方、電力不足が懸念

されていることから、同国政府は電源構成の再生可能エネルギー比率を２０４５年には４０％以上

に高める施策を講じています。 

 

また、本事業発電所が立地する地域は、ベトナム ホーチミン市から南西約２００Ｋｍに位置す

るハウザン省のメコンデルタ中心に位置し、年間を通して日射量が豊富なことから、安定的な収益

が見込まれています。 

 

ＥＮＥＯＳグループは、２０４０年長期ビジョンにおいて、自社排出分のカーボンニュートラル

の実現を掲げ、その実現に向けた取り組みの一環として、再生可能エネルギー事業の拡大を目指し

ています。再生可能エネルギー市場の更なる拡大が期待されるベトナムにおいて安定的な収益が見

込まれる本事業に参画することは、その目標達成に資するものです。 

 

当社は、今後も、持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ：Sustainable Development Goals）の目標７

「エネルギーをみんなに そしてクリーンに」、目標１１「住み続けられるまちづくりを」および

目標１３「気候変動に具体的な対策を」につながる再生可能エネルギーを始めとする環境配慮型

エネルギーの供給を積極的に推進し、低炭素・循環型社会の実現に貢献してまいります。 
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＜太陽光発電所の概要＞ 

事業会社 VKT-Hoa An Joint Stock Company 

発電所所在地 ベトナム ハウザン省 

敷地面積 約３３ヘクタール 

出資会社 ENEOS Vietnam Company Limited（当社１００％子会社） 

総発電容量 

（当社出資見合い持ち分容量） 

３５ＭＷ 

（６．６５ＭＷ）※出資比率１９％ 

運転開始 ２０２０年１２月運転開始済 

 

＜発電所全景＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜発電所所在地＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 


